
令和３年度 学校評価総括評価表（計画）  
重点課題

学校関係者の意見

１ 生徒を伸ばす学習指導                         

④ オンライン会議や電子メール等の活用

による新しい生活様式に対応した国際交流

活動を相手先担当者と検討を重ねて，実施

する。

・隔年でのオーストラリア・セントメアリーズ校との相互交流を継続しており，昨

年度の中止を受け，本年度はセントメアリーズ校を訪問する予定であったが，新型

コロナウイルス感染拡大に伴う渡航制限や拡大防止策等により，現在のところ延期

である。代わりに電子メール等のICTを活用しての交流を行う。

・ドイツニーダーザクセン州の生徒との交流についても，オンラインの活用を検討

する。

① 研究授業（教科）

    全教職員が年間２回以上参加

② 家庭学習時間１時間以上の割合

          ４０％以上

③ 那賀高校は一人一人の希望・能力・適

性に応じた，進路指導をしている。

「当てはまる」という生徒の割合

          ８０％以上

・初任者研修，授業力向上研修，中高ティームティーチング公開授業等，研修の機

会を活用し，授業力向上に関する研修を行う。

・年２回の相互参観授業月間を設定する。

・校内実力テストや模擬試験の成績を回覧し，各学年の学力状況を共有する。ハイ

スクールオンラインとClassiを紐付けるなど，学習指導がしやすい環境を整える。

・1週間ごとに週末課題を課し，家庭での学習習慣をつけさせる。また，実態に応じ

た補習授業を計画し，積極的に実践する。

・十分なガイダンスを行った後に習熟度別クラスを国数英において編成し，少人数

による指導を徹底する。また補習においては学科の枠を越えた横断的な授業展開を

行う。また，授業の指導法と評価の在り方について全教職員が研修し，実践する。

・学年初めに各学年の進路希望の状況と成績等の現況について分析し，実態に応じ

た補習，個別指導を実践し，実態に応じた補習計画等の年間計画を立てる。年間5回

の進路希望調査を行い，個別指導計画の見直しを行う。

評価指標と活動計画 評 価

⑤（両学科共通）生徒の授業満足度

          ８０％以上

⑤ 普通科及び森林クリエイト科の教育活

動について互いに理解している生徒の割合

          ６０％以上

・（普通科） 2年次からコース選択制の授業展開とし，コース選択におけるミスマッ

チがないよう，各コースの特⾧を生かしつつ，一人一人の進路希望に応じた指導を

行う。

・（森林クリエイト科）林業学習を中心として，関係機関と連携し，地域資源の活

用や最新技術の習得，インターンシップの充実，資格取得等をとおして専門的知

識・技術の深化を図る。

(ｱ) 地域資源の活用 → 地域機関との連携学習を5回以上実施する。

(ｲ) 最新技術の習得 → 高性能大型林業機械，ドローン等の講習会を３回以上実施す

る。

(ｳ) 資格取得 → 林業関係の資格を3つ以上取得する。

・生徒が那賀高校の特⾧である普通科と農業科（森林クリエイト科）併置の強みを

理解できるよう，教育活動の場面で周知を図る。

重点目標 評価指標 活動計画 評価指標の

達成度

活動計画の

実施状況
評価

総合

評価

次年度への課題と今

後の改善方策

① 分かる授業と基礎基本

を定着させる指導と支援

② 学習意欲を向上させ，

学習習慣をつける指導

③ 効果的な習熟度別授業

展開と個別指導の充実

④ 国際交流活動を通して

の異文化への興味･関心の向

上と異文化理解

⑤ 普通科及び森林クリエ

イト科の特⾧を生かした教

育活動の充実
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令和３年度 学校評価総括評価表（計画）  
重点課題

学校関係者の意見

評価指標と活動計画 評 価

重点目標 評価指標 活動計画 評価指標の

達成度

活動計画の

実施状況
評価

総合

評価

次年度への課題と今

後の改善方策

２ 心のかよう生徒指導

② 交通・生活安全指導   毎月実施

② 寮の帰省届・証明書提出率

                                              100％

・毎朝バス停前での登校指導を実施するほか，学校安全の日の登校指導を実施す

る。また，交通安全教室を年1回以上実施する。さらに，秋の全国交通安全運動期間

中での交通安全運動を実施する。

・「学校安全の日」や薬物乱用防止教室を実施するほか，携帯電話安全教室を実施

する。また，地域ぐるみで生徒の健全育成に取り組む中高生徒指導委員会を開き，

合同巡視を実施する。

・帰省や外出における規則を遵守させることで，規律を守ることや，防犯・安全に

対する意識を高揚させる。

③ 感染症に罹患した生徒数の前年度比

            減少

③ AEDを用いた心肺蘇生法や救命救急処

置法に関する講習会      年１回以上実施

③ 学校生活に関するアンケート調査

           年４回実施

・感染症や伝染病予防の充実を図るため，年度当初及び必要に応じて随時個人面談

や保健調査を実施し，健康で安全な学校生活を送るために必要な情報を集め，学習

環境を整える。

・年4回環境衛生検査を実施し，結果をもとに安全で衛生的な学校生活を送るため，

よりよい教室環境を整える。

・保健委員会の活動として，感染症予防のための教室の換気や手洗い・うがい・マ

スクの励行など啓発する。

・学習習慣を確立，個人面談等を実施し，保護者との連携も図りながら，生徒が登

校できるように支援する。

・遅刻ゼロ週間，遅刻者集会を実施する。また，毎朝バス停留所前での登校指導の

実施や遅刻生徒の入室許可証の提出を徹底させる。

・全校集会での生徒生活指導講話や服装・頭髪検査を実施する。また，違反生徒に

ついては担任･学年団･生徒課が連携して指導する。

・定期健康診断結果に基づき医療機関への受診勧告や保健指導の充実を図る。

・食生活に関するアンケートを実施し，給食検討委員会や食育推進委員会を実施

し，食に対する意識を高める。

・地元の伝統的な相生晩茶の茶摘み体験を2年生福祉コースの生徒が行い，希望者に

は，地域の食材を用いた調理実習を行う。

・寮生会議を毎月実施し，寮生が，自身の生活を振り返り，より良い生活となるよ

う，基本的生活習慣の確立や，規範意識を高揚させる機会となるようにする。

① 欠席数・遅刻者数

            前年度の８０％以下

① 服装･頭髪検査違反者

            全体の１０％以下

① 生徒が食生活や郷土の食文化に関心を

持つ学校行事や授業

                            年１回以上実施

① 基本的生活習慣の確立

② 安全・安心な学校教育

の実施と保護者との連携強

化

③ 個別指導をとおした生

徒理解と望ましい集団づく

り

④ 特別活動・部活動の更

なる活性化と生徒・教職員

の信頼関係の強化
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令和３年度 学校評価総括評価表（計画）  
重点課題

学校関係者の意見

評価指標と活動計画 評 価

重点目標 評価指標 活動計画 評価指標の

達成度

活動計画の

実施状況
評価

総合

評価

次年度への課題と今

後の改善方策

④ 球技大会や学校祭等の学校行事

  「満足」と答えた生徒の割合

                                   ８０％以上

・部活動顧問会議で部活動運営上の諸課題について顧問間の共通理解を図るととも

に，部活動連絡協議会を通じて部活動生徒を指導する。全校一丸となった指導を行

うことにより生徒・教職員の絆と信頼関係を強化する。

・生徒会役員・部活動生徒が活躍し，特別活動関連行事が円滑に実施できるよう，

企画から運営まで計画的に指導する。

・教育相談や特別支援を要する生徒を早期に発見し，保護者とも連携して，適切な

対応・支援をする。

・学習支援員とも連携し，支援を要する生徒へのきめ細やかな指導を行う。

・各学年団との情報交換をするとともに，教育相談に関するアンケートを年3回以上

実施する。

・校内研修会（ケース会議を含む）の実施により，教職員の特別支援教育に関する

理解を深め，生徒への指導や支援に活かす。また，学年会や教科会において情報交

換を図り，適切な支援や対応について共通理解をする。生徒・保護者対象に，相談

の啓発を行い，円滑な学校生活への支援体制を築く。

・卒業後の進路実現を視野に入れ，保護者とも連携が図れるよう，早い段階から面

談を実施する。

⑤ 担任による個別面談

               年３回以上実施

  夏季休業中の三者面談   全員実施

⑤ ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰとの連携を密に図った教職

員校内研修会     年１回以上実施

⑤ 特別な支援が必要な生徒の指導につい

て，関係機関において相談や支援が受けら

れるよう，生徒や保護者に働きかけを必要

に応じて行う。
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令和３年度 学校評価総括評価表（計画）  
重点課題

学校関係者の意見

評価指標と活動計画 評 価

重点目標 評価指標 活動計画 評価指標の

達成度

活動計画の

実施状況
評価

総合

評価

次年度への課題と今

後の改善方策

３ 学びあい響きあい高め

あう心の教育の推進

③ インターネットやＳＮＳ等の利用にお

ける情報モラルに関する人権放送等の全学

年行事   年１回以上実施

・タブレット端末の使用にあたってのルール作りを進め，家庭での活用について保

護者との連携を進める。

・教科指導のみならず全てのＩＣＴ活用場面の機会を捉えて情報モラルに対する啓

発を行う。

・人権放送において，インターネットやＳＮＳ等に関する情報モラルのテーマを設

定する。

④ 学校･家庭・地域との連携の強化を図る

ために，ＰＴＡや人権擁護委員に対して人

権映画鑑賞会や校内人権問題意見発表会へ

の参加を依頼し，広報する。

④ 人権教育の展示コーナーに対するアン

ケート調査

 「充実している」と答えた割合

                          ８０％以上

・保護者・地域・近隣学校を対象にした人権映画鑑賞会や校内人権問題意見発表会

の案内を，ホームページへの掲載等を通じて行う。

・人権擁護委員へ参加を依頼し，連携を強化する。

・文化祭での「ゆずの会」による展示を充実したものにする。

① 学校行事により，集団への帰属意識や

協調性が養われたと答えた生徒の割合

８０％以上

・遠足・文化祭・体育祭や大学短大等への体験入学・企業へのインターンシップな

どの行事において，地域住民や中学生との交流を深めることにより，マナーやモラ

ル，思いやりを身につけ，人間性や社会性を高める。

・生徒の人権意識の高揚のために，校内人権問題意見発表会で身近な人の意見を聞

くことにより，様々な人権課題を自分自身の問題として捉え，人権問題を解決する

意欲や実践力を養う。

・映画のストーリーについて考えたり,登場人物の気持ちに寄り添ったりすることに

よって，自他を尊重する態度を育成できるよう，連携中学校と相談しながら映画を

選定する。

・具体的な差別事象に触れ，人権に関わる様々な問題が身の回りで発生しているこ

とを理解させるため，外部講師による講演会を実施する。

・アンケート調査結果により，人間関係の把握に努め，助言や支援が必要な生徒に

は，速やかに面談を実施する。

・家族的なあたたかい雰囲気づくりに努めるために，学期に1回部屋替え及び役割分

担の変更を行い，レクリエーションを年3回実施し，学年間の交流を促進する。寮生

活に慣れることができるよう，日直・舎監が積極的に声かけをし，寮生全体の雰囲

気を把握する。

① 豊かな人間性と社会性

の涵養により自信や誇りを

もたせる

② 人権意識の高揚と一人

一人の人権が尊重される学

校づくり

③ 情報モラル教育の推進

④ 学校･家庭・地域との連

携の強化

② 校内人権問題意見発表会や人権映画鑑

賞会などの行事    年１回以上開催

② いじめ等のアンケート調査

                          年４回実施
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令和３年度 学校評価総括評価表（計画）  
重点課題

学校関係者の意見

評価指標と活動計画 評 価

重点目標 評価指標 活動計画 評価指標の

達成度

活動計画の

実施状況
評価

総合

評価

次年度への課題と今

後の改善方策

４ 夢をはぐくむ進路指導

③ 校内説明会やオンライン研修

         年３回以上開催

  研修会 教員の７０％以上参加

・各種大学等の説明会への積極的参加を教員に周知する。

・スタディサプリやClassiのオンライン研修会などを積極的に活用する。

④ 生徒個々の能力にあった資格取得の指

導を徹底し，各科と連携を図りながら，資

格検定を実施    各学期３回以上

④ 全校生徒の資格取得率

          ６０％以上

・各教科と連携して各種検定を年度当初に計画し，実施する。

⑤ 各学年の保護者対象の進路説明会

            年１回開催

    同  参加率  ５０％以上

・学年主任を中心にして，学年の課題を共有し，テーマを明確にして各学年の進路

説明会を開催する。

① 進学希望者対象の早朝補習

   1・2学年 週３回

   3学年 週５回実施

① 個々の進路実現に向け，個別の説明

会，模擬試験，放課後補習などの指導を実

施する。

② 学年段階や学科・コースに応じた進路

ガイダンス     年２回以上実施

  大学等訪問（1年）

  インターンシップ（2年）実施

・基礎学力の底上げと，校外模試に対応できる応用力を養うために，年度当初に教

科と連携して補習の在り方を検討し，早朝補習を計画・実施する。

・進路検討会等により，担任面談結果を学年団で共有し，生徒の指導を連携して実

施する。

・大学等の教職員を招き生徒対象の進路ガイダンスを行う。

・総合的な探究の時間（ＦＤタイム）を活用して，大学・専門学校等の訪問（1年）

やインターンシップ（2年）の振り返りを実施し，生徒のキャリア形成を支援する。

① 進路実現を図る学力の

育成

② 進路意識を向上させる

各種行事の計画と実施

③ 進路ガイダンスの充実

と教職員のガイダンス能力

の向上

④ 資格取得・検定合格に

向けた指導の充実

⑤ 保護者対象進路説明会

の充実
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令和３年度 学校評価総括評価表（計画）  
重点課題

学校関係者の意見

評価指標と活動計画 評 価

重点目標 評価指標 活動計画 評価指標の

達成度

活動計画の

実施状況
評価

総合

評価

次年度への課題と今

後の改善方策

５ ＧＩＧＡスクール構想

の推進と防災教育・環境教

育の充実

② 防災避難訓練・講習会等

          年４回以上実施

② エシカル消費に関わる『服活」等の

  イベント   年３回以上実施

  校外への広報活動 年３回以上実施

・防災避難訓練を学校や寮で実施し，生徒の学校防災人材支援講座への参加を支援

する。

・防災食づくり講習会を通して地域の方との交流を深め，防災意識の向上を図る。

・ホームページやポスター掲示により，服の回収や「服活」イベントへの積極的な

参加を呼びかける。

③④ ごみの分別が「できている」と答え

た生徒の割合     ９０％以上

③④「教室の環境整備が行われている」と

答えた生徒の割合   ８０％以上

③④ ＳＤＧｓを『知っている」と答えた

生徒の割合      ６０％以上

・各生徒が校内でのゴミの分別を徹底できるよう，定期的な環境委員によるゴミ箱

のチェックと分別の呼びかけを行う。

・環境委員を通して教室の美化・環境整備を徹底し，日々の清掃活動の徹底に加

え，大掃除の際に普段できていないところまで清掃を行うことで， 校内美化活動を

推進する。

・那賀高前バス停留所及び周辺の美化活動に取り組むとともに，バス利用者にマ

ナーの遵守を呼びかける。

・節電・節水の啓発及び電気使用量の昨年度比較を周知し，徹底した省エネ意識の

高揚を行う。

・身近な行動が，持続可能な社会の形成に関わっていることを，「現代社会」「家

庭基礎」等の教科を通じて学習を深める。

① タブレット端末を活用した授業やポー

トフォリオ作成に向けた体制整備を行う。

・Classiやスタディサプリ，MetaMoJiの活用法についてweb研修等を活用する。

・情報セキュリティ担当部署を強化する。

・共有フォルダや動画等を活用した研修，教員同士の協働を推進し，全員が集まっ

た研修を減少させる。① ＧＩＧＡスクール構想

の推進による学びと働き方

の改革

② 防災・減災教育の深化

とエシカル教育の充実

③ 「徳島県新学校版環境

ISO」の認定取得経験を生

かした環境教育の実践

④ 校内外の環境美化活動

の推進
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令和３年度 学校評価総括評価表（計画）  
重点課題

学校関係者の意見

評価指標と活動計画 評 価

重点目標 評価指標 活動計画 評価指標の

達成度

活動計画の

実施状況
評価

総合

評価

次年度への課題と今

後の改善方策

６ 連携型中高一貫教育プ

ログラムの推進

②新しい生活様式下での学校行事での合同

事業について，ICTの活用や開催方法の工夫

などを協議して開催する。

②各部活動において，連携中学校との合同

練習や練習試合，体験会を実施する。

②那賀高校生徒会と連携中学校の生徒会の

交流集会      年１回実施

・那賀高祭での連携中学校生の参加について，参加形態や方法について事前の連

携，打ち合わせを早い段階で行う。

・各部活動で中学生を受け入れ，中学生体験入学時や他の時期にも体験入部を実施

する。

・那賀高校と連携中学校の生徒会役員による各学校紹介や情報交換・レクリエー

ション等を実施し，交流を深める。

・連携中学校での学校行事や学級会活動において，那賀高校の説明を実施したり，

生徒会同士の交流を行ったりする。

③各連携中学校とテレビ会議システムを用

いた生徒同士の交流

 

・連携各中学校とテレビ会議システムを活用し学校紹介をする。

①中高一貫教育研究委員会の教務委員会を

活用し，ティームティーチングにおけるオ

ンライン教育での連携のあり方について検

討を進める。

・ＴＴ実施時間の確保に努め，またＴＴの方法についてICTの活用を含め中高一貫教

育研究委員会の教務委員会において検討する。

・タブレット端末の教育活動における活用状況について，連携３中学校と情報交換

し，高校への円滑な移行について協議する。

・高校・中学校双方が実施する授業研究会や公開授業について，オンライン・オフ

ライン問わず積極的に参加する。

① 地元中学校との連携を

強化した授業の実践

② 学校行事における合同

事業の充実

③ 連携中学校への積極的

なＰＲ活動
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令和３年度 学校評価総括評価表（計画）  
重点課題

学校関係者の意見

評価指標と活動計画 評 価

重点目標 評価指標 活動計画 評価指標の

達成度

活動計画の

実施状況
評価

総合

評価

次年度への課題と今

後の改善方策

７ 地域に開かれた活力あ

る学校づくりの推進

② 球技大会や学校祭等の学校行事につい

て，「満足」と答えた生徒の割合

         ８０％以上（再掲）

② 一般公開される行事（那賀高祭等）に

ついて，期日・内容等を早期から広くPRす

る。

・学校行事に生徒が主体的に参画できるよう，生徒会が中心となる取組を検討す

る。

・参加可能な地域の活動・行事に，ボランティア活動等で参加する。

・一般公開される行事の期日・内容等を地域のケーブルテレビ等を使って広報する

とともに，地域の方が参加して楽しめる内容のイベントを企画して実施する。

・コロナ禍においても，那賀高祭等の学校行事や日々の学校生活について保護者の

意見を聞く機会を設けられるようICTの活用等について工夫する。

③ 広報新聞（「せせらぎ新聞」）

          年３回発行

  ホームページ  月２０回以上更新

・広報新聞の紙面構成を検討し，内容を充実させる。

・ホームページでは，学校の教育活動についての広報や保護者への案内，学校行事

ごとに内容を更新する。

・部活動の戦績や，試合日程，練習計画等について月１回以上ホームページに掲載

する。

④ 地域の方を社会人講師とした授業

          年５回以上実施

④ 地元産業の体験活動

          年１回以上実施

④ 地元でのインターンシップを実施す

る。

・社会人講師を招いて「福祉」「情報」の授業を展開したり，林業関係の講演会，

研修会を実施する。

・茶摘みや漬け込み作業等，地域の伝統産業の体験活動を実施する。特に重要無形

民俗文化財となった「阿波晩茶」（相生晩茶）については，伝統文化についても考

えさせる。

・進路選択に繋がるインターンシップを２学年で２日間実施する。

① コミュニティ・スクー

ルの導入による地域ととも

にある学校づくり

② 魅力ある学校行事の実

施と保護者や地域の人々へ

の学校公開

③ ホームページ，広報新

聞，ケーブルテレビ等によ

るＰＲ

④ 地域との連携を密にし

た学習活動と地域の担い手

となる「人財」の育成

① 学校運営協議会において，学校振興に

ついて協議し，新しい取組を検討する。

・学校運営協議会を年３回実施し，特色ある教育活動等を協議し，学校振興に係る

新しい取組を検討する。
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